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研究成果の概要（和文）：本課題研究は、ボエティウスの著作の分析を通して、ポルピュリオスの言語・論理思想を再
現することに成功した。研究成果を和文のみならず英文でまとめ、単著として出版した。その単著 Boethius on Mind,
 Grammar and Logic はオランダの学術出版社 Brill の定評あるシリーズの一冊として出版され、欧文雑誌で書評も受
けた。
 ポルピュリオスの倫理思想については、テキストは読んだものの、論文は出版できなかった。しかし十三世紀に書か
れた、未公刊の『ニコマコス倫理学』注解の一つについて校定版を作成した。この注解には、ポルピュリオスを含む新
プラトン主義者の倫理思想の影響が見られる。

研究成果の概要（英文）：  Within this research period, I succeeded in describing Porphyry's semantics and 
logic by analyzing Boethius' works. The results of this research have been published in English as well as
 in Japanese. I published a book titled Boethius on Mind, Grammar and Logic in late 2011. The book was pub
lished by Brill, a renowned Dutch Academic Publisher and included in a long established book series. It re
ceived reviews in Journal of the History of Logic and Phronesis in 2012. 
  As part of my general research on Porphyry's thought, I have also read relevant texts although I have no
t yet been able to publish an article on his ethics. I have, however, edited a heretofore unedited text fr
om 13th century England, which fits into the overall body of research on Neoplatonists, such as Porphyry. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）2004 年（平成 16 年度）頃から、私はボ

エティウスの言語哲学研究に従事してきた。

一連の研究を通して、私はボエティウスの言

語哲学がポルピュリオスの強い影響の下に

あることに気づいた。ボエティウスの影響

下で発展した西洋中世～近世哲学の伝統は、

実はポルピュリオスの論理学・言語哲学に

よって大きく規定されているのである。 

 

（2）近年、海外では現存するポルピュリオ

スの著作や断片の校訂版、翻訳、註解書の出

版が相次ぎ、ポルピュリオスに対する関心

の高まりが見てとられる。私はこうした海

外でのポルピュリオス研究の進展を目にし、

私自身のこれまでの研究成果を生かして、

ポルピュリオスとポルピュリオスの伝統下

にあるスコラ哲学研究に貢献したいと考え

るようになった。ポルピュリオスに関する

最近の研究の多くはポルピュリオスの個々

の著作についての考察にとどまっており、

それがためにポルピュリオス自身の思想の

正確な理解に至っていない部分があるよう

に思われた。私は、ボエティウスの著作の

読解を通してポルピュリオスの論理学・言

語哲学を明らかにし、その理解を念頭にお

きながら残存するポルピュリオスの著作を

読むことで、各著作におけるポルピュリオ

スの意図により接近できるのではないかと

いう見通しを持った。 

 

２．研究の目的 

（1）ポルピュリオス（c.234-c.305 AD）はボ

エティウス（c.480-c.524 AD）の著作を通して、

西洋の言語哲学及び論理学思想に大きな影

響を与えた。しかし、少なからぬポルピュリ

オスの著作が失われたこともあり、ポルピュ

リオスの思想の研究の大半は、残存する個々

の著作ないしは断片群ごとに行われてきた。

本研究は、著作間の関係に注意を払うことで、

ポルピュリオスの思想の全体像に近づくこ

とを意図していた。 

 

（2）また、いわゆるスコラ哲学の形成と変

容におけるポルピュリオスの影響について

解明することも目的としていた。 

 

３．研究の方法 

 (1) ボエティウスの論理学著作とりわけ

『命題論注解』『定言推論について』を読解

し、ポルピュリオスの失われた論理学著作で

展開されていたであろう、言語哲学・論理学

の再現を試みた。 

 

（2）文献管理ソフトウェアを使用して、ポ

ルピュリオスに関する、近年の出版物を一覧

にまとめた。 

 

（3）欧米語訳を利用しながら、現存するポ

ルピュリオスの著作を幅広く読んだ。 

 

（4）十三世紀の『ニコマコス倫理学』注解 

にどのようなものがあるか、校定版がすでに

作成されているかを調査した。そして、未公

刊の資料のいくつかを写本で読解・書写した。 

 

４．研究成果 

 （1） これまでの研究によって少なからず

誤解されていた、ボエティウスの意味論の基

本構造を解明し、研究成果を英語で出版した。

ボエティウスは、ポルピュリオス的意味論を

古代から中世へと受け渡す役割を担ってお

り、出版された英文単著は、古代哲学・中世

哲学の研究者双方によって、引用・批評をう

けている。したがって、本研究は、ポルピュ

リオスとポルピュリオスをはじめとした新

プラトン主義の伝統に関する国際的な研究

の進展に貢献したと言える。 

 

（2）近年出版された、ポルピュリオス研究



に関する文献表を作成して、ウェブ上で公開

し、世界中の研究者が使用できるものにした。 

 

（3）西洋中世哲学の入門書の執筆と入門書

の翻訳に関与し、専門家外にも広く西洋中世

哲学研究への理解・関心を抱かせることに貢

献した。 

 

（4）十三世紀の『ニコマコス倫理学』注解 

のカタログを作成して、出版した。未公刊の

『ニコマコス倫理学』注解の一つであり、こ

れまで議論の俎上にあがっていなかった、

『ウスター倫理学注解』（ ms. Worcester 

Cathedral Library Q.13）の校定版を作成した。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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